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身 障 秋 田

【表紙】

１０月１０日（土）開催のボッ

チャ体験会の一コマです。

皆さん真剣な表情でボー

ルを投げていました。

　ボッチャは今年の東京

パラリンピックの種目に

なっておりますので、体験

会でこの競技への関心を

深めることが出来たと思

います。
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　８市町村協会６４名の会員が集

まり行われたボッチャ体験会は

順位を争う競技ではなく、秋田

県ボッチャ協会の審判員にルー

ルを教わる形で楽しい雰囲気で

行われました。例年よりは参加

者が少なかったですが、久々に

会う顔に会話も弾んでいるよう

で初めての方も慣れた方もボッ

チャから会話が繋がっているよ

うでした。
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ボ
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【令和２年度秋田県障害者芸術福祉展】 【ボッチャ体験会】

秋田県知事賞　佐々木良雄さんの作品
「ねこのだんたい」

県協会長賞　樫尾春生さんの作品
「油彩絵画（静物）」

「始球式」（県立武道館）

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
、
皆
様
か
ら
一
方
な

ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
支
援
、
ご
交
誼
を
い

た
だ
き
衷
心
よ
り
厚
く
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
相
わ
ら
ぬ
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
、
自
然
災
害
が
各
地

で
発
生
し
、「
災
」
と
い
う
文
字
で
そ

の
年
を
象
徴
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
日
本
の
現
状
を
見
て
令

和
二
年
を
思
う
に
つ
け
、
こ
の
「
災
」

と
い
う
文
字
が
大
き
く
心
に
突
き
刺
さ

り
ま
す
。
想
像
も
出
来
な
か
っ
た
「
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
発
生
と
世
界
中
を

震
撼
さ
せ
て
い
る
「
ウ
イ
ル
ス
」
の
感

染
拡
大
は
、
正
に
「
災
」
で
あ
り
ま
す
。

連
日
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
刻
一
刻
と
「
コ

ロ
ナ
」
に
関
す
る
報
道
が
流
れ
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
は
止
ま
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
に
お
い

て
、
当
協
会
も
細
心
の
注
意
を
払
い
な

が
ら
各
種
年
間
事
業
を
、
県
当
局
や
関

係
機
関
、
各
市
町
村
協
会
会
員
の
皆
様

の
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
感
染
予
防
に

十
分
留
意
し
、
細
心
の
注
意
を
払
い
健

康
第
一
に
新
し
い
年
、
令
和
三
年
を
迎

え
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
衷

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

新
し
い
年　

令
和
三
年
を
迎
え
て

社
会
福
祉
法
人

秋
田
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会　
　

会
長　

伊　

藤　

英　

紀

〈あきぎん〉オリジナルキャラクター「みみより一家」

地域とともに
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１０月２９日（水）
　

例
年
７
月
に
行
わ
れ
て
い
た
秋
田
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
か
ら
中
止
と
な

り
、
令
和
２
年
度
自
立
更
生
等
表
彰
式
を
県
庁
正
庁
に
お
い
て
行
い

ま
し
た
。

　

県
知
事
表
彰
は
榎
本
幹
さ
ん
（
欠
席
の
た
め
役
場
職
員
代
理
出
席
）

と
菊
池
正
治
さ
ん
に
、
県
協
会
長
表
彰
は
渡
邊
次
夫
さ
ん
と
大
久
保

ノ
ブ
子
さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
者
代
表
と
し
て
堀
井
啓
一
副
知
事

並
び
に
伊
藤
英
紀
会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当

協
会
の
川
田
直
政
副
会
長
が
日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
会
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
伊
藤
会
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

◎
自
立
更
生
者　

２
名

榎　

本　
　
　

幹（
羽
後
町
）

谷　

藤　
　
　

宏（
横
手
市
）

◎
団
体
育
成
功
労
者

13
名

菊　

池　

正　

治（
秋
田
市
）

三　

浦　

保　

男（
秋
田
市
）

山　

本　

吉　

夫（
秋
田
市
）

佐
々
木　

梶　

子（
横
手
市
）

小
笠
原　

三　

郎（
大
館
市
）

工　

藤　

久　

雄（
鹿
角
市
）

伊　

藤　

國　

夫（
由
利
本
荘
市
）

澁　

谷　

靖　

夫（
潟
上
市
）

伊　

藤　

喜　

咲（
大
仙
市
）

佐
々
木　

傳　

作（
に
か
ほ
市
）

近　

藤　

敬　

夫（
三
種
町
）

石　

井　

文　

義（
五
城
目
町
）

東
海
林　

龍
之
助（
美
郷
町
）

【
日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

会
長
表
彰
】　

川　

田　

直　

政

秋
田
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
副
会
長

【
秋
田
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
長
表
彰
】

◎
自
立
更
生
功
労
者

14
名

渡　

邊　

次　

夫（
秋
田
市
）

髙　

橋　

圭　

治（
横
手
市
）　

小　

坂　

博　

志（
横
手
市
）

鴇　

田　

京　

子（
横
手
市
）

太　

田　

賢　

蔵（
横
手
市
）

梶　

原　

良　

孝（
由
利
本
荘
市
）

畠　

山　

富　

一（
由
利
本
荘
市
）

三　

森　

カ　

ネ（
由
利
本
荘
市
）

菅　

原　

裕　

蔵（
潟
上
市
）

富　

樫　

志
保
子（
潟
上
市
）

齊　

藤　

孝　

子（
大
仙
市
）

進　

藤　

行　

見（
大
仙
市
）

須　

藤　

ア
サ
子（
に
か
ほ
市
）

清　

水　

ス
ガ
子（
三
種
町
）

◎
団
体
育
成
功
労
者　

７
名

大
久
保　

ノ
ブ
子（
美
郷
町
）

阿　

部　

た
づ
子（
鹿
角
市
）

井　

上　

泰　

男（
大
仙
市
）

田　

中　

勝　

男（
大
仙
市
）　

鈴　

木　
　
　

稔（
仙
北
市
）

大
久
保　

禮
仁
郎（
三
種
町
）

細　

井　

了　

子（
美
郷
町
）　
　

〔
敬
称
略
〕

　市町村協会や県協会の行事等へ参加

して、活動の場を広げてみませんか。

身体障害者手帳をお持ちの方は、どな

たでも入会できます。

　会員の申込・お問い合わせについて

は、市町村の身体障害者協会までお願

いします。

市町村身体障害者福祉協会　秋田県

各市町村身障協会会員の募集各市町村身障協会会員の募集各市町村身障協会会員の募集
……………………………………………

令
和
２
年
度
秋
田
県
身
体
障
害
者
自
立
更
生
等
表
彰
式

令
和
２
年
度
秋
田
県
身
体
障
害
者
自
立
更
生
等
表
彰
式

県知事表彰　菊池正治さん県知事表彰　菊池正治さん

日身連会長表彰　川田直政さん 県協会長表彰　大久保ノブ子さん

JQA-QM6691

010-0975 6-1
TEL 018-862-4525 FAX 018-823-6484
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社会福祉法人 秋田県身体障害者福祉協会 令和元年度決算報告 

令和２年度資金収支予算書 

身障秋田 

令和元年３月３１日現在

（単位：円）

資産・負債の内訳 金　　　額

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　現金 336,079

　　　　預金 36,017,525

　　　　事業未収金 38,277,694

　　　　貯蔵品 327,553

　　　　商品・製品 451,942

　　　　未収補助金 71,210

　　　　原材料 51,840

　　　　立替金 246,239

　　　　前払費用 238,640

　　　　仮払金 0

　　　　　 流動資産合計 76,018,722

　２．固定資産

　（１）基本財産

　　　　土地 13,970,000

　　　　建物 217,720,190

　　　　定期預金 5,982,313

　　　　投資有価証券 90,025,150

　　　　　 基本財産合計 327,697,653

　（２）その他の固定資産

　　　　建物 10,798,695

　　　　構築物 3,351,612

　　　　機械及び装置 2,939,807

　　　　車輛運搬具 1,023,705

　　　　器具及び備品 4,372,652

　　　　有形リース資産 6,888,081

　　　　ソフトウエア 90,720

　　　　無形リース資産 143,053

　　　　退職手当積立基金預け金 14,631,660

　　　　退職給付引当資産 32,639,104

　　　　施設整備等積立資産（施） 43,372,609

　　　　人件費積立資産（施） 4,000,000

　　　　設備等整備積立資産（施） 387,000

　　　　工賃変動積立資産（就） 3,010,000

　　　　設備等整備積立資産（就） 6,661,434

　　　　その他の積立資産 3,542,143

　　　　　 その他の固定資産合計 137,852,275

　　　　　　固定資産合計 465,549,928

　　　　　　　 資産合計 541,568,650

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

　　　　事業未払金 11,588,158

　　　　１年以内返済予定設備資金借入金 708,000

　　　　１年以内返済予定リース債務 1,505,128

　　　　預り金 84,163

　　　　職員預り金 1,034,164

　　　　賞与引当金 10,331,071

　　　　　　固定負債合計 62,000,764

　　　　　　　 負債合計 87,251,448

　　　　　　差引純資産 454,317,202

　　　　　　流動負債合計 25,250,684

　２．固定負債

　　　　設備資金借入金 9,204,000

　　　　リース債務 5,526,000

　　　　退職給付引当金 47,270,764

　工賃変動積立資産（就）

　設備等整備積立資産（就）

その他の積立資産

資産の部合計 541,568,650

　未収補助金 71,210

　施設整備等積立資産（施）

　　（うち当期活動増減差額）

　器具及び備品

　人件費積立金（施）

　投資有価証券

　基本金

　前払費用

　設備資金借入金

3,010,000

6,661,434

3,542,143

217,720,190

-17,013,025

　人件費積立資産（施）

純資産の部合計 454,317,202

　設備等整備積立資産（施）

負債及び純資産の部合計 541,568,650

　無形リース資産

　設備等整備積立金（就） 6,661,434

　退職手当積立基金預け金

次期繰越活動増減差額 127,049,841

　退職給付引当資産

　次期繰越活動増減差額 127,049,841

387,000

143,053

14,631,660

32,639,104

43,372,609

4,000,000

4,000,000

　有形リース資産

　設備等整備積立金（施） 387,000

　ソフトウエア

　工賃変動積立金（就） 3,010,000

　構築物

その他の積立金 60,973,186

　機械及び装置

　その他の積立金 3,542,143

　車輛運搬具

　施設整備等積立金（施） 43,372,6092,939,807

1,023,705

4,372,609

6,888,081

90,720

3,351,612

120,936,663

その他の固定資産

国庫補助金等特別積立金 145,357,512

　建物

　国庫補助金等特別積立金 145,357,512

基本財産

負債の部合計 87,251,448

　土地

　建物

純　資　産　の　部

　定期預金

基本金 120,936,663

5,982,313

90,025,150

137,852,232

10,798,695

327,697,653

13,970,000

9,204,000

　仮払金

　リース債務 5,526,000

固定資産

　退職給付引当金 47,270,764

　商品・製品

　職員預り金 1,034,164

　原材料

　賞与引当金 10,331,071

　立替金

固定負債 62,000,764

238,640

246,239

51,840

451,942

0

465,549,928

　事業未払金 11,588,158

327,553

38,277,694

36,017,525

336,079

令和2年３月３１日現在

（単位 ： 円）

資　産　の　部 負　債　の　部

科　　　目 当年度末

流動負債 25,250,684

　預金 　１年以内返済予定設備資金借入金 708,000

　事業未収金 　１年以内返済予定リース債務 1,505,128

　貯蔵品

　預り金 84,163

　現金

当年度末

76,018,722

科　　　目

流動資産

貸 借 対 照 表 

拠点区分間繰入金収入

サービス区分間繰入金収入

その他の活動による収入計（７）

積立資産支出

拠点区分間繰入金収益

経常増減差額（７）=（３）+（６）

特
別
増
減
の
部

収
益

費
用

特別費用計（９）

特別増減差額（１０）=（８）-（９）

サービス区間繰入金収益

特別収益計（８）

固定資産売却損・処分損

事業区分間繰入金費用

拠点区分間繰入金費用

サービス区分間繰入金費用

298,302

1,500,488

144,917,009

当期活動増減差額（１１）=（７）+（１０）

繰

越

活

動

増

減

差

額

の

部

前期繰越活動増減差額（１２）

当期末繰越活動増減差額（１３）=（１１）+（１２）

基本金取崩額（１４）

その他の積立金取崩額（１５）

その他の積立金積立額（１６）

次期繰越活動増減差額

（１７）=（１３）+（１４）+（１５）-（１６）

0

0

159,563,992

144,917,009

1,798,790

9,554,086

-14,646,979

支払利息

その他のサービス活動外費用

サービス活動外費用計（５）

サービス活動外増減差額（６）=（４）-（５）

事業区分間繰入金収益

4

-4

-14,646,983

0

4

-9,103,904

316,557,472

-24,201,065

1,524,790

9,828,086

11,352,876

292,356,407

184,385,278

34,542,628

26,667,985

60,876,273

19,189,212

サ

�

ビ

ス

活

動

外

増

減

の

部

収
益

費
用

就労支援事業収益

障害福祉サービス等事業収益

負担金収益

就労支援事業費用

減価償却費

国庫補助金等特別積立金取崩額

サービス活動費用計（２）

サービス活動増減差額（３）=（１）-（２）

経常経費補助金収益

経常経費寄付金収益

サービス活動収益計（１）

人件費

事業費

事務費

収
益

費
用

受取利息配当金収益

その他のサービス活動外収益

サービス活動外収益計（４）

0

2,316,768

8,631,118

8,317,257積立資産取崩収入

収
入

-12,271,393

75,079,849

62,808,456

-23,708

事業区分間繰入金支出

拠点区分間繰入金支出

サービス区分間繰入金支出

ファイナンス・リース債務の返済支出

施設整備等支出計（５）

施設整備等資金収支差額（６）=（４）-（５）

支
出

その他の活動資金収支差額（９）=（７）-（８）

当期資金収支差額合計（１１）=（３）+（６）+（９）-（１０）

当期末支払資金残高（１１）+（１２）

前期末支払資金残高（１２）

その他の活動による支出

その他の活動支出計（８）

予備費支出（１０）

施

設

整

備

等

に

よ

る

収

支

収
入

支
出

設備資金借入金収入

0

0

0

636,600

8,340,965

-8,631,117

0

0

0

8,317,257

7,704,365

1

1

708,000

5,606,350

施設整備等収入計（４）

設備資金借入金元金償還支出

固定資産取得支出

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

事業区分間繰入金収入

53,594,227

342,929

2,871,360

318,078,589

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

事業活動資金収支差額（３）=（１）-（２） -3,616,568

1,524,720

8,402,855

314,462,021

195,962,701

35,428,880

29,878,492事務費支出

就労支援事業支出

支払利息支出

その他の支出

事業活動支出計（２）

58,870,327

242,734,026

1,365,475

498,171

1,066,447経常経費寄付金収入

受取利息配当金収入

その他の収入

事業活動収入計（１）

人件費支出

事業費支出

勘　定　科　目 決　　　算

就労支援事業収入

障害福祉サービス等事業収入

負担金収入

経常経費補助金収入

（自）平成３１年４月１日（至）令和元年３月３１日 （自）平成３１年４月１日（至）令和元年３月３１日

（単位：円） （単位：円）

勘　定　科　目 当年度決算

サ
�

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

63,055,102

227,268,040

1,255,225

498,171

279,869

資金収支計算書 事業活動計算書 

財 産 目 録 

３ 

収
入

前期末支払資金残高（１２）

当期末支払資金残高（１１）+（１２）

0

45,030,000 45,030,000 2,655,000 42,375,000 0 0

50,575,000 50,575,000 3,406,000 47,169,000 0

0-5,545,000 -5,545,000 -751,000 -4,794,000 0

1,232,000

1,550,000 1,550,000 50,000 1,500,000 0 0

-2,911,000 -4,143,000 -761,000 -3,382,000 1,232,000

サービス区分間繰入金支出 12,988,000 12,988,000 0 12,988,000 0 0

拠点区分間繰入金支出 3,382,000 3,382,000 0 3,382,000 0支
　
出

積立資産支出 3,474,000 3,474,000 3,474,000 0 0 0

事業区分間繰入金支出

0

その他の活動支出計（８） 22,311,000 21,432,000 5,062,000 16,370,000 879,000 879,000

その他の活動による支出 637,000 637,000 637,000 0 0

0

1,830,000 951,000 951,000 0 879,000 879,000

2,111,000

12,988,000 0 0

19,400,000 17,289,000 4,301,000 12,988,000 2,111,000

0

0

収
　
入

積立資産取崩収入 1,200,000 40,000 40,000 0 1,160,000 1,160,000

-3,287,000 -3,287,000 0 -3,287,000 0

事業区分間繰入金収入 1,830,000 879,000 879,000 951,000 951,0000

0

その他の活動による収入計（７）

サービス区分間繰入金収入 12,988,000 12,988,000 0

ファイナンス・リース債務の返済支出 679,000 679,000 0 679,000

拠点区分間繰入金収入 3,382,000 3,382,000 3,382,000 0

0

固定資産取得支出 1,900,000 1,900,000

3,287,000 0 3,287,000 0 0

0 1,900,000 0 0

23,431,000

事業活動資金収支差額（３）＝（１）-（２） 2,203,000 3,435,000 60,000 3,375,000 -1,232,000 -1,232,000

事業活動支出計（２） 325,679,000 302,248,000 6,793,000 295,455,000 23,431,000

支
　
　
出 0

その他の支出 3,000,000 3,000,000 0 3,000,000 0 0

支払利息支出 144,000 144,000 0 144,000 0

22,582,000 4,051,000 4,051,000

就労支援事業支出 57,975,000 57,975,000 0 57,975,000 0 0

事務費支出 29,849,000 25,798,000 3,216,000

14,878,000 14,878,000

事業費支出 40,528,000 36,026,000 403,000 35,623,000 4,502,000 4,502,000

人件費支出 194,183,000 179,305,000 3,174,000 176,131,000

80,000

事業活動収入計（１） 327,882,000 305,683,000 6,853,000 298,830,000 22,199,000 22,199,000

その他の収入 5,168,000 5,088,000 479,000 4,609,000 80,000

負担金収入 883,000 883,000 883,000 0 0

0

受取利息配当金収入 1,522,000 1,522,000 1,517,000 5,000 0 0

経常経費寄付金収入 68,000 68,000 46,000 22,000 0

区　　　　　分 社会福祉事業区分 公共事業区分

法人本部拠点区分 秋田ワークセンター
拠点区分

法人本部公益事業
拠点区分

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
入

就労支援事業収入 58,060,000 58,060,000 0 58,060,000 0 0

障害福祉サービス等事業収入 261,683,000 239,564,000 3,430,000 236,134,000 22,119,000 22,119,000

0

経常経費補助金収入 498,000 498,000 498,000 0 0 0

0 0

その他の活動資金収支差額（９）＝（７）-（８）

当期資金収支差額合計（１１）＝（３）+（６）+（９）-（１０）

予備費支出（１０）

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

施設整備等資金収支差額（６）＝（４）-（５）

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

支
　
出

設備資金借入金元金償還支出 708,000 708,000 0 708,000

施設整備等収入計（４） 0 0 0 0 0 0

0

施設整備等支出計（５） 3,287,000

資金収支予算額
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身障秋田

１１月１９日（木）・２０日（金）・２１日（土）　

　秋田市にぎわい交流館ＡＵで開催された「第２０回心いき

いき芸術・文化祭」は、川田直政実行委員長のＶＴＲ（放映）

の開会挨拶で始まり、今年は人が密集するイベントは中止

しました。

　３日間で１,０００人以上の来場があり「製品販売」には延べ２０

団体、「障害者芸術福祉展」では２６９作

品の力作が展示されました。

２０日の講演では株式会社ヘラルボ

ニー（岩手県花巻市）の丹野晋太郎さ

んによる講演、　２１日のリモート公演で

は歌手の木山裕策さん（東京）と秋田の

会場をインターネットで繋ぎＹｏｕｔｕｂｅ

で見られるように公演を行いました。

　障害のある方が講師として県内各地の小中学校

に出向き、生徒の皆さんが障害者と交流すること

で、障害及び障害者への理解を深めることを目的

とする事業です。講師として障害当事者等の４つ

の団体が協力しております。学校が希望した内容

と講師とのマッチングをしています。本年度は１６

校の申込があり合計１,２０２名の生徒が受講しまし

た。

小中学生向け障害理解教室
秋田市立東小学校で講演中の佐々木達夫さん

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

第２０回心いきいき芸術・文化祭を開催
しました
第２０回心いきいき芸術・文化祭を開催
しました
第２０回心いきいき芸術・文化祭を開催
しました
第２０回心いきいき芸術・文化祭を開催
しました

心いきいき芸術文化祭

   

県内に６店舗ございます。お気軽にお立ち寄り下さい。
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編 集 後 記

INFORMATIONINFORMATION インフォメーションインフォメーション

　テレビではコロナ対策で密
を避けるように言っておりま
すが、秋田県内では「のみがた」
や祭り、会合でもない限り普
段から密になることは少ない
ですね。
　オリンピック・パラリンピッ
クは無事開催できるでしょう
か。コロナ感染が気にならな
くなる日が早く来ますように
祈っております。　　編集Ｋ

善　　意

ジパング倶楽部特別会員募集 障 害 者１１０番
～相談を問題解決のきっかけに…～

「あきた心いきいきアート展」
を開催します。

　ＪＲ東日本では、身体障害者手帳をお持
ちの男性満６０歳、女性満５５歳以上の方を
対象に「ジパング倶楽部特別会員制度」
を設けています。
◇入 会 金　無料
◇年 会 費　１,４００円（税込）
◇加入期間　１年間
　会員になりますと、特急券の割引（条

件付き）や第一種障害者に同行する介護
者の方の割引などの特典があります。詳
しくは、当協会までお問い合わせ下さい。

ＴＥＬ ０１８－８６４－２７８０
ＦＡＸ ０１８－８６４－２７８１

日時：令和３年１月３０日（土）・３１日（日）

　　　１０：００～１７：００

場所：秋田拠点センターアルヴェ

「ジャパン・ライブエール・プロジェクト

in あきた」に参加します。

秋田県障害者芸術福祉展

優秀作品から、受賞回数

の多かった方々の作品を

展示します。作品の制作

風景をＶＴＲの紹介します

ので皆さん是非ご覧くだ

さい。

電　話 ０１８－８６３－１２９０
ＦＡＸ ０１８－８６３－１２９６

　障害者の権利擁護に係る相談窓口を常設
するとともに、弁護士による専門相談を実
施して障害者が抱えるどんな小さな悩みや
問題にもプライバシーを守り対応します。
お気軽にご相談ください。
【相談受付日時】
月曜日から金曜日（９時から１６時）
※時間外は、留守番電話及びＦＡＸで対応し
　ます。
【弁護士による専門相談】
令和２年度毎月第３火曜日（１３時から１５時）
【場所】秋田県心身障害者福祉センター1階 あきた心いきいきアート展

秋田県障害者芸術福祉展

ＷＥＢ秋田県障害者芸術福祉展
木山裕策さんリモート講演（Youtube）

　第２０回心いきいき芸術・文化祭は、毎年楽しみにしていただいて
いる方々のためにも、是非開催したいと思い、感染症対策を行い開
催しました。しかし、様々な理由で直接会場に見に来られなかった
方も多かったかと思います。そこで公演者の木山裕策さんには
Youtubeでリモート公演を行ってもらいました。
　また、WEB秋田県障害者芸術福祉展として３６０度バーチャルツ
アーの形で作品を見る事ができます。見に来た方も来られなかっ
た方も是非ご覧ください。

ＷＥＢでの取り組みについてＷＥＢでの取り組みについて

【
身
体
部
門
】

秋
田
県
知
事
賞

佐
々
木　

良
雄「
ね
こ
の
だ
ん
た
い
」

秋
田
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
長
賞

樫
尾　

春
生「
油
彩
絵
画（
静
物
）」

金
賞

斎
藤　

建「
沖
縄
の
守
り
神（
シ
ー
サ
ー
）」

佐
藤　

薫「
青
森
県
弘
前
市
ね
ぷ
た
祭
り
」

石
山　

清
温「
農
園
で
ギ
タ
ー
を
弾
く
男
」

奨
励
賞

鈴
木　

和
子　
　

中
川
美
佐
子

柴
田　

麻
央　
　

佐
々
木
琉
加

小
野
千
寿
子　
　

松
橋　

次
雄

斎
藤　

晶
子　
　

畠
山
真
紀
子

【
知
的
部
門
】

秋
田
県
知
事
賞

仁
井
田
晶
子「
ひ
ま
わ
り
」

秋
田
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
長
賞

伊
藤　

拓
也「
出
初
め
式
」

金
賞

大
潟
つ
く
し
苑
創
作
班「
Ｓ
・
Ｏ
・
Ｓ
」

中
野
つ
く
し
苑
「
リ
ユ
ー
ス
ア
ー
ト『
秋
田
の
行
事
』」

齋
藤　

努「
虹
の
向
こ
う
」

奨
励
賞

東
海
林
裕
太　
　

畠
山
ゆ
き
ほ

佐
々
木
正
則　
　

齊
藤　

真
弘

浅
香　

絵
美　
　

竹
村　

拓
晃

農
福
連
携
サ
ポ
ー
ト
つ
く
し

玉
の
池
荘

【
精
神
部
門
】

秋
田
県
知
事
賞

M
izu

「
白
銀
馬
の
夜
の
夢
」

秋
田
県
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
会
長
賞

Ｍ
・
Ｈ「
繊
細
の
自
由
」

金
賞

江
口「
日
本
の
四
季
」

小
原　

郷
詩「
無
倦
」

富
樫 

樹
乃「
ね
が
い
」

奨
励
賞

西
原　

瑠
美
子　
　

髙
橋　

悠
哉

E.C
.　

M

・K　

H

・F

は
じ
め　

あ
や
こ

サ
ン
ク
リ
Ｓ

令
和
２
年
度

　

秋
田
県
障
害
者

　

芸
術
福
祉
展
受
賞
者

令
和
２
年
度

　

秋
田
県
障
害
者

　

芸
術
福
祉
展
受
賞
者

令
和
２
年
度

　

秋
田
県
障
害
者

　

芸
術
福
祉
展
受
賞
者

北都銀行職員組合様

２５,０００円

皆様のまごころ

ありがとう

ございました。

皆様のまごころ

ありがとう

ございました。

皆様のまごころ

ありがとう

ございました。

この街に暮らし、この街を想う。

この街に住む人々のさまざまなシーンが、やさしい笑顔で溢れますように。

これまでも、これからも、みなさまのそばで見守り続けてまいります。

快適な空間とクリエイティブなサービスをご提供いたします。

株式会社 友愛ビルサービス
秋田市山王三丁目1-7（東カンビル）
TEL.018-823-1251（代表） FAX.018-867-1121


